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新しい時代に対応した行政改革の推進特集
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た
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砂
の
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何が出来上がるのかしら…？と、首をかしげる

見学の親たちをよそ目に、事前に練られたアイデ

アに添って、砂を盛ったり削ったりの作業に取り

組む子どもたち。これは、 6月12日(金)に高萩海

岸の砂浜で全児菫が参加して行われた砂の造形で

す。各クラスごとに、バケツ|こ砂を入れて運ぶ子、

穴を掘って海水をくみ出す子、砂浜に形を造り上

げていく子など、それぞれに役割を持って夢中で動く

姿は、たくましい限りです。

姿を現したのは、いずれも大きく個性的なものばか

り。完成した作品を前にして喜ぶ子どもたちの笑顔は、

とってもすてきでした。砂浜では、今もきっとその形

が消えないで海開きを待っていることでしょう。

鴬
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高萩市は来年、市制施行45周年を迎えます。この間、市では社会・経済の
変化に対応しながら各種行政施策を進めてきたところですが、近年は、少子化
や高齢化の急速な進展や市民生活の質的向上、環境問題への関心の高まりなど
さまざまな分野で変革を迎え、新たな行政施策が求められるようになりました。

一方、市の財政は、昨今の景気低迷の影響を受けた市税の伸び悩みに加え、

借入金残高の増大等による厳しい状況を迎えています。このような中で、市で
は、まちの将来を見据えて効率的に行政を運営していくために、徹底した事務
事業の見直しによる経費の節約を行うとともに、継続的に行ってきた事業につ
いても緊急性や必要性、事業効果等を考慮しながら厳しく選択するなど積極的
に行政改革への取り組みを行っています。

今月号では、それらの行政改革についての取り組みについて紹介します。

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た

’
熱
珊
訓

I

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
新
た
な
行
政
課
題
や
社

会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
事
務
事

業
に
つ
い
て
絶
え
ず
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

適
正
な
施
策
の
選
択
に
取
り
組
み
な
が
ら
財
源
の

効
率
的
な
配
分
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
敬
老
祝
金
・
祝
品
の
支
給
制
度
の
廃
止

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
多
様
化
す
る
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
一
律
支
給
を

廃
止
し
、
「
米
寿
」
該
当
者
の
み
の
支
給
と
し

ま
し
た
。

［
前
年
度
比
］
’
五
，
七
八
五
千
円
の
減
額

■
前
納
報
奨
金
と
納
税
貯
蓄
組
合
報
奨
金
の
見
直
し

こ
れ
ら
は
納
税
意
識
の
高
揚
度

韮
魂
塞
擁
岬
唾
銅
報
旅
秘
埜
脈
癖
仙
塞
伽

の
目
的
が
達
せ
ら
れ
ま
し
た
の
叩
佃
識
岬

錘
慰
酎
醗
錆
榊
幽
輌
唾
銅
塙
た
砺
吋
垂
砺
調

［
前
年
度
比
］

一
七
，
七
九
○
千
円
の
減
額
□
□

■
ダ
イ
ャ
ル
イ
ン
の
導
入

電
話
交
換
業
務
の
改
善
を
図
る
た
め
、
ダ
ィ

ヤ
ル
イ
ン
を
導
入
し
ま
し
た
。

■
補
助
金
の
適
正
化

補
助
金
の
適
正
化
を
推
進
す
る
た
め
、
補
助

金
審
議
会
に
お
い
て
、
そ
の
性
格
や
役
割
、
効

果
等
に
つ
い
て
個
別
に
分
析
し
、
適
切
な
対
応

李
享
事
務
事
業
の
見
直
し

ー

貝オI攻荊犬え兄の才佳禾多 ［単位L位
を
図
り
ま
し
た
ｃ

平
成
一
○
年
度
で
は
、
零
細
補
助
を
除
く
単

独
補
助
金
の
一
律
一
○
％
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

［
前
年
度
比
］
七
，
’
’
七
千
円
の
減
額

■
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
体
育

館
や
公
民
館
な
ど
九
施
設
の
使
用
料
・
手
数
料

に
つ
い
て
、
消
費
税
相
当
額
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

［
前
年
度
比
］
｜
，
五
○
○
千
円
の
増
額

■
食
糧
費
の
削
減

内
部
経
費
に
つ
い
て
も
そ
の
内
容
を
精
査
し
、

食
糧
費
を
前
年
度
の
予
算
よ
り
一
○
％
を
削
減

し
ま
し
た
。
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夢
時
代
に
即
応
し
た
組
織
・
機
構
の
見
直
し

高
齢
化
・
情
報
化
・
国
際
化
な
ど
の
社
会
変
化

や
生
活
様
式
の
質
的
な
変
化
、
環
境
へ
の
関
心
の

高
ま
り
な
ど
住
民
意
識
の
変
化
、
地
方
分
権
の
流

れ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
組
織
・
機
構
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
準
備
室
の
設
置

平
成
一
二
年
度
よ
り
始
ま
る
介
護
保
険
制
度

が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
介
護
保
険
準
備
室

を
設
置
し
ま
し
た
。

萱
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
展
開
を
図
る
た
め
、
一
層
の
事
務
事
業
の

見
直
し
等
を
進
め
、
適
正
な
定
員
管
理
及
び
給
与

の
適
正
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
時
間
外
勤
務
手
当
て
の
縮
減

こ
れ
ま
で
も
休
日
に
出
勤
し
た
場
合
に
は
、

振
替
代
休
制
度
を
促
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
制
度
の
弾
力
化
を
図
り
、
前
年
度
の
予
算

よ
り
二
○
％
を
削
減
し
ま
し
た
。

［
前
年
度
比
］
’
四
，
九
七
五
千
円
の
減
額

■
旅
費
の
支
給
基
準
の
見
直
し

日
帰
り
で
出
張
し
た
と
き
の
日
当
や
市
内
出

張
制
度
を
廃
止
し
ま
し
た
。

［
前
年
度
比
］
五
，
二
○
○
千
円
の
減
額
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が始まる

･福祉・

携による

づくりを

市では行目指しています。市では行

政改革の取り組みをとおし

て、新しい時代に対応した

各種施策を進めています。

毎
綱
課
岫
鮴
加
緬
瀧
帷
批
進

■
行
政
手
続
条
例
の
整
備

行
政
手
続
条
例
を
早
期
に
整
備
す
る
た
め
、

そ
の
運
用
の
実
態
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
内
容
の
充
実
を
図
る
た
め
、
関
係
各
課
と
の

■
人
材
の
育
成

職
員
を
県
等
へ
派
遣
し
専
門
的
、
広
域
的
な

視
野
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

地
方
分
権
に
対
応
し
た
研
修
を
計
画
的
に
行
っ

実
情
に
応
じ
た
公
務
効
率
の
一
層
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
時
代
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
職
員

を
養
成
す
る
た
め
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
職
員

■
Ｏ
Ａ
化
の
推
進

財
務
会
計
シ

Ａ
機
器
の
活
用
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
迅
速
か

ｓ
龍
鰕
州
Ⅲ
齢
瀧
眺
剛
蝸

の
能
力
開
発
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

つ
適
時
、

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

行
管
理
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

行
政
の
情
報
化
の
計
画
的
な

て
い
ま
す
（適

切
な
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

ス
テ
ム
を
導
入
し
、

.‐

推
進
を
図
り
、
０の

推
進

予
算
の
執

’ ’薔項蕊謬翼燃鰯取り組斑蕊蕊後の課題
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
多
面
的
な
検
討
、

他
の
施
設
と
の
機
能
・
役
割
分
担
、
連
携
の
あ
り

方
等
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
効
率
的
な
施
設
の

設
置
及
び
管
理
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
（
仮
称
）
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設

民
間
施
設
の
機
能
や
今
後
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
方
向
等
に
つ
い
て
十
分
な
調
査
を
行
い
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
施
設
を
建
設

し
て
い
き
ま
す
。

鐵
削
触
鋤
鰕
鯉
籠
価
び

○：これまでの実施状況 ●：これからの検討課題

溌藍謹護

○庁舎内案内業務の職員による輪番制の導入

○委託による学菫保育の導入

○市税の特別滞納整理の実施

●民間委託や民間施設の有機的活用

●住民参加型の行政推進

露
○特定行政庁の設置に対応する建築課の新設

○母子健康手帳交付事務を保健センターへ移管

●(仮称)総合福祉センターの開設を踏まえた保健・福

祉業務の統合

●土地開発公社及び住宅公社の統合

ー

言
○臨時職員の採用制限

○特殊勤務手当ての見直し

●定員適正化計画の推進

●サービスの確保を考慮した民間委託

｡…｡繊・
市では平成8年6月に行政改革大綱

を定めて以来、その推進に努めてきた

ところですが、昨年国から行政改革に

関わる新たな指針が示されたため、そ

れを基準に新大綱を策定することにな

りました。この新大綱には市民の意見

を反映しながら市独自の工夫を加え、

具体的で効果の上がるような内容を検

討していきたいと考えています。

市民のみなさんにはこのような状況

をご理解いただき、市政運営にご協力

くださるようお願いいたします。

鯵
○県への派遣研修

●広域行政の推進

●事務決裁規程の見直し

企
画
開
発
課溢
幻
‐
２
１
１
８

写 ’

○インターネット接続による情報収集機能の充実

○窓口サービス時間の延長

●ホームページ作成による情報の発信

●情報公開制度の制定

感 の議篝鐙び籍癖揮掻

●地域集会所の地域移管●余裕教室の活用
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憩
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蕊
啼
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辮
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蕊
蕊
》
篝
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交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
ド
ラ
イ
バ
ー

蕊驚
' '窪tや､f識

ﾐ鍜

慈期

鰯串

;悪
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§識

蕊

駕雛蕊
寂

鍵 §鳶
蹟

懲鳶嬢譲撒騏瀞鱗露鍵騨灘蕊欝

ライバーにあることが判ります。前年ることが判ります｡前年
識
…

中に起き
駕…蕊灘I

鑿鍛鍾

蕊蕊蕊た高萩薑察署管内（高萩市、北茨城市、十王燕

鑑

画工 さい。の交通事故475件の実態を見てくだ
ﾛ

錘
蕊
Ｉ
封
週
事
故
防
止
活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
高
萩
警
察
署

蕊麓為

瞬き”蕊

そ
の
原
因

ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
全
運
転
を
す
る
た
め
に
は
、
『
視

覚
で
確
認
す
る
こ
と
』
と
『
危
険
性
を
予
測
す
る
こ
と
』

が
必
要
で
す
。
こ
の
確
認
や
予
測
に
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
道
路
標
識
や
道
路
の
形
状
、
歩
行
者
の
動
き
な
ど

を
瞬
時
に
と
ら
え
、
適
切
な
運
転
が
出
来
る
の
で
す
。

し
か
し
、
①
の
グ
ラ
フ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
脇
見
運

転
や
安
全
不
確
認
、
動
静
不
注
視
、
漫
然
運
転
な
ど
、

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
注
意
義
務
を
怠
っ
て
い
た
こ
と

が
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
判
り
ま
す
。

交
差
点
で
の
事
故
の
多
く
は
、
出
会
い
頭
の
事
故
で

す
。
交
差
点
の
角
か
ら
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
が
ふ
い

に
走
っ
て
来
た
、
人
が
飛
び
出
し
て
来
た
な
ど
で
、

〃
ひ
や
っ
〃
と
し
た
経
験
が
、
み
な
さ
ん
に
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
交
差
点
の
角
に
あ
る
建
物
や
塀

垣
根
な
ど
が
死
角
を
つ
く
り
、
お
互
い
に
危
険
性
の
予

測
や
注
意
力
を
欠
い
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

交
差
点
の
角
に
あ
る
建
物
や
塀

見
え
な
い
と
こ
ろ
に
何
か
が
あ
る

ス
リ
ー
エ
ス
の
取
り
締
ま
り

、

〔2〕車の停止距離(高萩薑察署資料）
60 804020
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Ⅲｋ 制動距離

十蕊蕊＝停止距離
空走距離

鱈鱈

”
乱軽
鍵
専晋屯

弾萱に40
ー‘

60

車の停止距離とは、ブ
レーキを踏み始めるま

でに車が進んでしまう

距離(空走距離)と、ブ
レーキがきき始めてか

ら車が停止するまでの

距離(制動距離)とを合
わせた距離です。

ノ

11へ

｜｜竺

〔1 〕 475件の原因別交通事故発生状況
（高萩警察署管内で平成9年中に起きた475件：高萩譽察署資料）岸

行、
～一

件
ひ０
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（
…

I

〔3〕道路の形状別発生件数
（高萩警察署管内で起きた平成9年中の475件：高萩警察署資料）
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